
三重県における舗装マネジメントに関する取組装

（管理延長：３，５１０ｋｍ）（管理延長：３，５１０ｋｍ）



三重県の道路概況三重県の道路概況

延 長 面 積 備 考

平成１９年４月１日現在

延 長 面 積

（車道部）

備 考

国 道 ８１１Ｋｍ ５．０ Ｋ㎡

主要地方道 １，１２１Ｋｍ ６．５Ｋ㎡

一般県道 １，５７８Ｋｍ ８．３Ｋ㎡

合 計 ３，５１０Ｋｍ １９．８Ｋ㎡ 約９６％

舗装済舗装済



三重県の道路管理体制

桑名建設事務所 保全課桑名建設事務所 保全課

県内２９市町を１０建設事務所が管理

桑名建設事務所　保全課

四日市建設事務所　保全課

鈴鹿建設事務所 保全課

桑名建設事務所　保全課

四日市建設事務所　保全課

鈴鹿建設事務所 保全課鈴鹿建設事務所　保全課

津建設事務所　保全課

津建設事務所 久居保全課

鈴鹿建設事務所　保全課

津建設事務所　保全課

津建設事務所 久居保全課津建設事務所　久居保全課

松阪建設事務所　保全課

伊勢建設事務所 保全課

県庁
維持管理室

津建設事務所　久居保全課

松阪建設事務所　保全課

伊勢建設事務所 保全課

県庁
維持管理室

伊勢建設事務所　保全課

志摩建設事務所　保全課　

伊賀建設事務所 保全課

伊勢建設事務所　保全課

志摩建設事務所　保全課　

伊賀建設事務所 保全課伊賀建設事務所　保全課

尾鷲建設事務所　保全課

熊野建設事務所 保全課

伊賀建設事務所　保全課

尾鷲建設事務所　保全課

熊野建設事務所 保全課熊野建設事務所　保全課熊野建設事務所　保全課
※色分けにより管理エリアを表しています。



１．三重県のＰＭＳの概要
（舗装維持管理の流れ）（舗装維持管理の流れ）



舗装維持管理の流れ舗装維持管理の流れ

舗装管理システム
（ 調査）

各種データベース 交通センサス
（ＭＣＩ調査）

各種デ タ ス

条件設定

交通

シミュレーション

事務所別・管理水準別
補修面積算出

地図上に標示

現地調査（確認）

補修箇所決定



２．舗装の状態の現状把握



モニタリングモニタリング

○定期的な路面性状調査の方法定期 な路面性状調 方法

・点検頻度 １回／３年
点検方法 路面性状測定車による機器計測・点検方法 路面性状測定車による機器計測

（但し、簡易舗装区間は目視計測）
・測定指標 わだち掘れ量 ひび割れ率 平たん性（σ）・測定指標 わだち掘れ量、ひび割れ率、平たん性（σ）

（但し、目視計測区間は平たん性を除く。）
・測定間隔 １００ｍ毎
・対象車線 ２車線道路は下り車線、多車線道路は

下りの２車線目

※三重県版の劣化予測式を設定したことにより、点検頻度は
間隔を広げる方向で検討中間隔を広げる方向で検討中。



○調査履歴

S.58 61 H.1 6 10 16

（高級）

（簡易）

県管理道路

国道
（簡易）

県道

直轄国道で調査直轄国道で調査
が始まる

建設省から各地方
自治体へ調査の行
うよう通知が出され

県管理国道の簡
易舗装で目視調
査を開始 県道での調査が開始

（機械と目視の併用）

る

現在は、全県を３ブロックに分け、１ブロック／年 で調査を行っている。



３．健全度の評価

○舗装の管理指標 維持管理指数 ＭＣＩ



アスファルト舗装の供用性評価は次式によって行うアスファルト舗装の供用性評価は次式によって行う。
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ここに Ｃ ： ひびわれ率(％)
Ｄ ： わだち掘れ量(mm)

平坦性( )σ ： 平坦性(mm)
ＭＣＩ、ＭＣＩｉ ： 維持管理指数

＊ 供用値の評価は式(1)～(4)で行ない、最も小さい値を用いる。



４．データベース



データベース

○データの種類

・路面性状データ（実績値、予測値）路面性状デ タ（実績値、予測値）

わだち掘れ量、ひび割れ率、平たん性、ＭＣＩ値

・舗装構成舗装構成

・構造条件（トンネル・橋梁・土工）

・交通・沿道条件（交通量・大型車交通量、ＤＩＤ・市街地・交通 沿道条件（交通量 大型車交通量、ＤＩＤ 市街地

平地・山地等）

・補修履歴 等補修履歴 等



５．健全度の将来予測



路面性状調査結果に基づく平均的な健全度経年
変化から 三重県版の予測式を作成

項 目 予 測 区 分 予 測 式

変化から、三重県版の予測式を作成

ひびわれ
（％）

ＬＡ交通 Ｃi＝Ｃ0＋1.72＋0.36i

ＢＣＤ交通 Ｃi＝Ｃ0＋1.62＋0.54i

わだち掘れ
（mm）

ＬＡ交通 Ｄi＝Ｄ0＋0.18＋0.24i

ＢＣＤ交通 Ｄi＝Ｄ0＋0.39＋0.27i交 i 0

平 坦 性
（mm）

ＬＡ交通 σi＝σ0＋0.14＋0.12i

ＢＣＤ交通 σi＝σ0＋0 25＋0 11i（ ） ＢＣＤ交通 σi σ0＋0.25＋0.11i

Ｃ０ 現在（最新測定値）のひびわれ率（度）（％ cm/㎡）Ｃ０ ： 現在（最新測定値）のひびわれ率（度）（％、cm/㎡）
Ｃｉ ： ｉ年後（予測年度－最新測定年度）におけるひびわれ率（度）（％、cm/㎡）、ｉ＞０
Ｒ０ ： 現在（最新測定値）のわだち掘れ量（㎜）
Ｒｉ ： ｉ年後（予測年度－最新測定年度）におけるわだち掘れ量（㎜） ｉ＞０Ｒｉ ： ｉ年後（予測年度－最新測定年度）におけるわだち掘れ量（㎜）、ｉ＞０
Ｓ０ ： 現在（最新測定値）の平坦性（㎜）
Ｓｉ ： ｉ年後（予測年度－最新測定年度）における平坦性（㎜）、ｉ＞０



６．維持修繕計画の策定



次 デ 次 デ

１次モデルと２次モデルの比較（バージョンアップ）

①劣化予測式（MCIが年0.2づつ
減少）

１次モデル ２次モデル

①劣化予測式（三重県の予測式）

②舗装管理レベルを設定（Ⅰ Ⅱ②舗装管理レベルの設定なし。
③補修単価（交通量）
④修繕工法判定（交通量）

②舗装管理レベルを設定（Ⅰ，Ⅱ，
Ⅲ）

③補修単価（交通量）④修繕工法判定（交通量）
⑤シミュレーション（三重県全体）
⑥結果表示（MCI管理水準分布、

経年的MCI分布、経年的修

④修繕工法設定（管理レベル，単価。
また、最低管理水準も設定）

⑤シミ レ シ ン（全体 建設事務
経年的MCI分布、経年的修
繕費、修繕優先順位） ⑤シミュレーション（全体、建設事務

所、管理レベル別で算定、予算
の平準化）

⑥結果表示（ MCI管理水準分布、
経年的MCI分布、経年的修繕費、

計画達成状況、修繕優先順位、

平成16年度構築

計画達成状況、修繕優先順位、
建設事務所別に補修区間の延
長面積一覧表）

平成19年度構築



舗装管理レベルの設定イメージ舗装管理レベルの設定イメ ジ



７．その他：システムの活用（例）



２次モデルの概要
条件設定 ②管 水準（ 重県 管 水準(1)条件設定 ②管理水準（三重県の管理水準

Ⅰ，Ⅱ，ⅢごとにＭＣＩを設定）
①三重県版劣化予測式

③最低管理水準の設定

工事規制時の利用者費用

利用者費用修繕費用 利用者費用

19



(2)計算条件設定

シミュレーション
期間の設定

利用者費用
の有無

優先順位の
決定

予算制約設
定 管理水準

の設定



(3)計算結果

ＭＣＩ管理水準分布

経年的ＭＣＩ分布

抽出条件
全体・全体

・管理水準
・建設事務所

経年的修繕費 計画達成状況

抽出条件
・全体
・管理水準

抽出条件
・全体
・管理水準

・建設事務所
管理水準

・建設事務所



修繕優先順位順

建設事務所別補修区間の延長面積一覧表

抽出条件
・全体
・管理水準
建 事務所・建設事務所

抽出条件
・全体
・管理水準
・建設事務所


